




「21世紀の田園都市国家構想」で地域経済を再生します！

たまき雄一郎のふるさと再生ビジョン

「農林水産業」
革新的な農林水産業の推進

・若者の農業や漁業への新規就業を支援する制度を拡充し、若者の農山漁村への定着を促進。
・IT 技術を活用し、生産性を画期的に引き上げた革新的農業の導入を推進。
・コメや麦だけでなく、野菜や果樹を含む総合的な所得保険制度を創設。

「教育」
・「教育特区」で、読み、書き、そろばんなどの基礎学力
　の強化を図り、「香川県＝教育県」のブランドを回復。
・高校生の留学を支援し、グローバル化に対応できる人材を育成。

「エネルギー」
自然エネルギーのフル活用

・小水力発電機の農業用水路への設置を支援し、売電収入で農家コストを低減。
・世界最新の太陽熱（光）技術を集めた 21 世紀の「太陽博覧会」を香川で開催。

「住宅政策」
若者の住宅建設支援

・贈与税の見直しで、高齢者から若者への
　住宅建設資金の贈与を促進し、若者の住宅
　建設を支援。
・１戸あたり数十万円程度の「木造住宅ポイン
　ト制度」を創設し、木造住宅の建設を推進。

「交通政策」
経済活性化につながる交通政策

「震災・防災対策」
南海地震への対応

・坂出港や高松港の耐震強化岸壁化をはじめ港の機能を強化。
・老朽化した、ため池の耐震点検・整備のための予算を拡充。
・着工が決まった高松自動車道の 4車線化事業（総額 680 億円）の早期完成。

総理就任後初 の国会施政方針演説 (1979 年 1 月 ) より
「私は、都市の持つ高い生産性、良質な情報と、民族の
苗代ともいうべき田園の持つ豊かな自然、潤いのある
人間関係とを結合させ、健康でゆとりのある田園都市
づくりの構想を進めてまいりたいと考えております。
緑と自然に包まれ、安らぎに満ち、郷土愛とみずみず
しい人間関係が脈打つ地域生活圏が全国的に展開され、
大都市、地方都市、農山漁村のそれぞれの地域の自主
性と個性を生かしつつ、均衡のとれた多彩な国土を形
成しなければなりません。私は、そうした究極的理念
に照らして、公共事業計
画、住宅政策、福祉対策、
文教政策、交通政策、農
山漁村対策、大都市対策、
防災対策等、もろもろの
政策を吟 味し、その配列
を考え、その推進に努め
てまいります。」

田園都市国家構想とは・・・

グローバル化に対応した公教育の再生

・平成２６年度をめどに瀬戸大橋の料金を、
　全国共通料金水準まで引き下げ。あわせて
　他の公共交通機関への支援を拡充。
・坂出北ＩＣのフル・インターチェンジ化で、
　物流の効率化や、防災への備えを万全に。

大平正芳元総理

　私は、３０年前、大平正芳元総理が提唱した
「田園都市国家構想」を現代に蘇らせ、「田園の
やすらぎ」と「都市の快適さ」が融合した、豊
かな地域社会を作りたいと思っています。当時
はなかった「インターネットの発達」、「再生可
能エネルギーの売電制度」、「アジアの経済発展」
の三つの要素を活用すれば、今こそ、この構想

「エネルギー」、「農林水産業」、「教育」、「住宅
政策」「交通政策」、「震災・防災対策」です。



　過去２４年間で、中国の軍事費は３０倍
になっています。こうした東アジアの安全
保障環境の変化に対応し、「平和主義」、「専
守防衛」、「日米同盟基軸」などの従来の基
本政策は維持しながらも、防衛の在り方も、
新しい時代に対応したものに変えていかな
くてはなりません。そこで、私たち党内の
若手が中心となって、平成２２年に防衛大
綱の見直しを行い、新しい防衛の基本方針
を決定しました。
　その内容は、仮想敵国をソ連とし、北方
方面に主に陸上自衛隊の配備を重視してき
た、これまでの「基盤的防衛力構想」によ
らず、南西島嶼方面に、海上自衛隊、航空
自衛隊の配備を強化する「動的防衛力構想」
に方針を転換するものです。防衛政策にお
いても、これまでの政権ではできなかった
重要な政策転換を実現します。

動的防衛力の強化動的防衛力の強化
南西方面における海と空の守りを強化
・潜水艦の所要隻数を１６隻から２２隻に強化し、
　情報収集や警戒監視を充実
・能力の高い新型戦闘機（Ｆ－３５Ａ）を２４年度以降、
　４２機導入

インド、ロシア、ＡＳＥＡＮ諸国との連携
戦略的外交戦略的外交
・過度な中国依存を避けると同 時に対中牽制を図るため、　
　中国の周辺国との戦略的提携を強化
・「世界の工場としての中国」の代替になり得るＡＳＥＡＮ
　へのインフラ整備と投資促進の支援を強化

海上保安庁の機能を強化
海保の強化海保の強化
・２４年度予備費で、海上保安庁の艦船を７隻増

■国会における役職等（抜粋）
【所属委員会】
・予算委員会
・農林水産委員会
・海賊テロ対策特別委員会

【行政改革関係】
・特別会計仕分け（H22.1）
・提言型政策仕分け（H23.11）
・民主党版事業仕分け（H24.7）
・特別会計改革WT　座長

【電力改革関係】
・東京電力問題・電力システム改革　
　WT事務局次長

【農林水産関係】
・農業農村整備事業等WT座長
・経済連携 PT　事務局次長

【その他】
・獣医師問題議員連盟　事務局長

「防衛大綱」の見直しで、
自衛力を強化

　一国の独立は、国が政治、経済、社会のあり方を
自ら決し、その文化・伝統を保つため、絶対に守ら
なければならないものです。また、着実な経済発展
がなければ、防衛力を含む「国力」を維持すること
はできません。私は、バランスのとれた現実的な外交・
安全保障政策を推し進めます。

たまき雄一郎の考える
　外交・安全保障政策

愛する祖国を
　　守りたい。
愛する祖国を
　　守りたい。
愛する祖国を
　　守りたい。

を
力
全
に
革
改

NHKで中継された予算委員会では全国から
大きな反響をいただきました。

税金のムダづかいを洗い出す「事業仕分け」では
「原子力問題予算」や「生活保護の見直し」を提言しました。

みのもんたの朝ズバッ！など数多くのテレビ・新聞で
取り上げられました。
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